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あいさつ
第2回国際日本文学研究集会の開会にあたって、一言御挨拶申し上げます。
日本文学に関する研究集会や学会は、圏内においては、日本文学協会、全
国大学国語国文学会などをはじめとして、各時代別の学会、あるいは和歌・
俳譜というようなジャンル別の学会など24の主な学会がありますが、しかし、
広い視野からの国際的な研究集会は、これまでほとんどありませんでした。
そ乙で私どもは、海外の方からの御希望もあって、昨年第1回の国際日本
文学研究集会を開いたわけですが、はじめての企画で不十分な点があったに
もかかわらず、大体において参加された方々から御好評を得、よろ乙んでい
ただけたと伺っております。とれは、私どもにとって、大へんありがたい乙
とでありまして、ここに本館主催で第2回国際日本文学研究集会を開催する
ことができましたのも、そのような多くの方々の御支援によると乙ろが大き
いものと存じ、厚く御礼申し上げる次第です。
国文学研究資料館は、 1972年の 5月に設けられた、大学の共同利用機関で、
その主な事業を申し上げますと、現在残っている明治以前の日本文学に関す
る文献資料を、圏内・国外にわたって広く調査し、そのテキストをマイクロ
フィルムに収め、広く研究者に公開し、利用していただく乙とがその一つで
す。もう一つは、日本文学に関する研究情報や研究文献を集め、整理して研
究者に提供し、利用していただくことです。今日、日本文学の研究は、きわめ
て活発で、したがって発表される研究論文は大へんな数にのぼっております。
最近20年間における、日本文学に関する論文は10万点に達していますし、単
行本も毎年500点位出版されており、 20年間で 1万点を数えます。そのよう
な多数の研究情報のうち、どのようなものがどこにあるかをどうやって知る
か、またそういう文献を入手するためには、どうしたらよいか、などという
乙とは、大へんな問題であります。乙ういう面は何も日本文学研究の分野に
限りません。あらゆる学問研究においてきしせまった問題としてとりあげら
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れているところです。日本文学でも考えなければならない時期に来ており、
私どもはコンピュータを利用して、能率的に情報検索を行うことを進めてお
ります。将来は皆さんにもぜひ活用していただきたいと思っております。
要するに、国文学研究資料館は、文献資料の調査・研究と、研究情報の収
集・整理などを中心とした日本文学の研究センターであり、またそれらの資
料を利用して、共同研究を行い、日本文学の研究を進展させようとするもの
であります。園内の研究者ばかりでなく、海外の研究者にも利用していただ
いて、文化交流の面にも寄与してゆきたいと考えております。
海外から来られた方々は、研究上いろいろ不自由な乙ともあるかと思いま
すが、そんな点についても、国文学研究資料館は御相談に応じ、できるだけ
御便宜をはかりたいと存じておりますので、どうか御利用願いたいと存じま
す。
本日の乙の国際日本文学研究集会は、以上のような本館の設立の趣旨、目
的に沿って、内外の日本文学研究者による研究発表と討論により、研究者の
国際交流を深め、広い視野からの日本文学研究の進展をはかる目的をもって
開いたものでありますが、本年参加を申し込まれた方々は、約120名で多数
の国々からお見えになっております。このように昨年にもまして多数の方々
の御参加を得ました乙とを厚く御礼申し上げます。
なお、昨年も申し上げましたが、私どもは毎年 l回、乙のような研究集会
を開催したいと，思っておりますので、会の運営、あるいは本館の利用につき
ましでも、随時御意見をお寄せ下されば幸に存じます。
1978年11月16日
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国文学研究資料館長
市古貞次
